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は
じ
め
に

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合
戦
で
敗
北
、
廃
絶
し
た
大

名
家
の
家
臣
団
編
成
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
家

臣
た
ち
の
実
情
を
知
る
史
料
も
多
く
は
な
く
、
と
く
に
関
ヶ
原
合
戦

を
生
き
抜
い
た
諸
大
名
家
が
江
戸
時
代
に
編
ん
だ
給
人
帳
に
相
当
す

る
史
料
が
の
こ
ら
な
い
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
つ
く
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
関
ヶ
原
合
戦
で
敗
北
し
廃
絶
し
た
大
名
で
あ
る
大
谷
吉

継
の
場
合
は
若
干
事
情
が
異
な
る
。
後
掲
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
に
九
三
人
の
家
臣
を
文
書
、
古
記
録
、
軍
記
類
か
ら
検
出
し

て
い
る
。
村
付
け
や
給
人
へ
の
知
行
充
行
を
示
し
た
領
知
目
録
が
存

在
す
る
こ
と
、
領
国
支
配
に
か
か
り
吉
継
あ
る
い
は
家
臣
の
署
判
で

発
給
さ
れ
た
文
書
が
多
数
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
軍
記
類

か
ら
も
多
数
の
家
臣
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の

好
条
件
が
吉
継
の
場
合
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
九
三
と
い
う
結
果

を
生
ん
だ
と
い
え
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
大
谷
吉
継
の
家
臣
団
編
成
の
大
概
を
示
し
、
そ

の
成
立
に
か
か
る
歴
史
的
経
緯
と
家
臣
団
の
構
造
分
析
を
お
こ
な
う

こ
と
に
あ
る
。

た
だ
、
今
後
の
叙
述
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
ず
は
簡
単

に
大
谷
吉
継
の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

大
谷
吉
継
は
永
禄
八
年（
一
五
六
五
）の
生
ま
れ
。
天
正
六
年（
一

五
七
八
）、
羽
柴
秀
吉
の
指
示
の
も
と
美
作
の
国
衆
草
刈
氏
調
略
の

た
め
織
田
信
長
の
朱
印
状
を
携
え
て
美
作
入
り
し
た
こ
と
を
示
す
史

料
が
あ
り
、
こ
れ
が
吉
継
の
史
料
上
の
初
見
と
な
っ
て
い
る
。
天
正

大
谷
吉
継
の
家
臣
と
そ
の
編
成

外
　 

岡
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六
年
に
吉
継
は
一
四
歳
で
あ
り
、
史
料
の
表
記
も
元
服
前
の
「
大
谷

慶
松
」
と
な
っ
て
い
る
。

出
自
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
母
親
が
秀
吉
正
室
（
お
ね
、
北

政
所
）
に
近
侍
し
て
「
東
殿
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
女
房
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
筆
者
は
青
蓮
院
坊
官
大
谷
家
に
吉
継
の
出
自
を

求
め
、
幼
少
の
う
ち
に
父
と
離
れ
、
母
と
と
も
に
秀
吉
の
庇
護
を
受

け
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
な
お
課
題
を
の
こ
し
て
い
る（

（
（

。

次
に
、
大
谷
吉
継
が
秀
吉
か
ら
給
分
を
得
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
初
見
史
料
は
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月
朔
日
付
豊
臣

秀
吉
判
物
（
知
行
目
録
）
で
あ
る（

（
（

。
津
田
小
八
郎
に
播
磨
国
内
で
都

合
二
千
石
の
知
行
を
あ
た
え
る
内
容
で
あ
る
が
、
目
録
中
に
「
一
、

貳
百
石 

大
谷
紀
介
分 

こ
し
へ
（
越
部
）
下
庄
」
と
あ
る
。
津
田
の

知
行
の
う
ち
に
吉
継
へ
の
給
分
（
豊
臣
蔵
入
地
か
）
が
設
定
さ
れ
て

い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
正
一
一
年
は
、
吉
継
の
署
判

文
書
が
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
。
吉
継
一
九
歳
、
自
立

の
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

次
に
、
吉
継
が
名
実
と
も
に
城
持
大
名
に
な
る
の
は
天
正
一
七
年

（
一
五
八
九
）。病
死
し
た
蜂
屋
頼
隆
の
後
を
う
け
て
越
前
国
敦
賀（
二

万
石
）
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
翌
一
八
年

五
月
以
前
に
越
前
国
内
で
加
増
を
受
け
、
都
合
約
五
万
石
の
領
知
を

得
た（

（
（

。
本
稿
で
は
、
い
ま
紹
介
し
た
吉
継
の
経
歴
を
重
要
な
前
提
と
し
な

が
ら
、
お
そ
ら
く
は
武
家
と
し
て
の
歴
史
を
一
代
で
閉
じ
た
大
谷
吉

継
の
家
臣
団
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
ま
ず

は
探
究
し
て
い
く
。
秀
吉
の
も
と
で
成
長
し
大
名
に
成
り
上
が
っ
た

他
の
豊
臣
大
名
の
場
合
を
推
考
す
る
素
材
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
吉
継
は
秀
吉
側
近
と
し
て
の
役
割
に
加
え
て
領
国
支
配
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
上
方
（
京
・
伏
見
・
大
坂
）

に
居
を
置
き
な
が
ら
領
国
支
配
に
も
注
力
し
た
豊
臣
大
名
の
一
例
と

し
て
、
吉
継
の
家
臣
団
の
構
造
も
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
家
臣

団
形
成
過
程
の
議
論
と
と
も
に
、
今
後
の
豊
臣
大
名
研
究
に
資
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

一
、
大
谷
吉
継
家
臣
の
検
出
～
問
題
の
所
在

こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
大
谷
吉
継
の
家
臣
と
そ
の
典
拠
史
料
を
表

１
と
し
て
一
覧
に
し
た
。
一
般
的
な
読
み
方
で
五
十
音
順
と
し
、
典

拠
史
料
を
「
目
録
」「
そ
の
他
の
文
書
・
記
録
」「
軍
記
類
」
に
分
類

し
て
あ
る
。

「
目
録
」
と
は
、
大
谷
吉
継
が
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
越
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前
国
内
（
お
も
に
現
在
の
越
前
市
・
南
越
前
町
の
領
域
）
に
加
増
さ

れ
た
知
行
分
に
つ
い
て
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
検
地
後
の
増
分

を
加
え
て
同
年
九
月
に
作
成
さ
れ
た「
越
前
国
府
中
郡
在
々
高
目
録
」

を
い
う（

（
（

。
こ
こ
に
は
村
付
と
村
高
、
年
貢
名
目
、
年
貢
高
（
先
高
・

出
分
）
な
ど
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
御
給
人
衆
御
知
行
」
と
し

て
吉
継
家
臣
へ
の
給
分
（
石
高
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
五
五
人
の

吉
継
家
臣
の
名
と
と
も
に
格
付
け
を
知
る
史
料
と
い
え
る
。

「
そ
の
他
の
文
書
・
記
録
」（
以
下
、「
文
書
」
と
略
記
）
は
、
吉

継
の
領
国
支
配
や
上
方
で
の
活
動
、
兵
事
に
か
か
り
、
文
書
・
記
録

に
あ
ら
わ
れ
る
家
臣
を
摘
発
し
掲
載
し
た
こ
と
を
示
す
分
類
項
目

で
、
二
九
人
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
文
書
名
・
史
料
名
な

ど
を
記
し
た（

（
（

。「
目
録
」
と
は
異
な
り
、
こ
こ
に
み
え
る
家
臣
に
つ

い
て
は
、
吉
継
の
も
と
で
何
を
し
て
い
た
か
、
そ
の
働
き
が
わ
か
る

と
こ
ろ
に
期
待
で
き
る
。

「
軍
記
類
」
に
つ
い
て
は
、
関
ケ
原
合
戦
に
取
材
し
た
軍
記
類
の

う
ち
、『
慶
長
見
聞
書
』『
慶
長
軍
記
』『
関
原
軍
記
大
成
』
の
三
書

を
典
拠
と
し
た（

（
（

。
戦
場
で
奮
闘
し
（
戦
死
し
）
た
家
臣
名
を
列
記
し

て
い
る
記
事
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
家
臣
名
（
表
記
）、
人
数
等
に

わ
ず
か
な
異
同
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
二
次
史
料
と
い
う
扱
い
で
は
あ

る
が
、「
目
録
」「
文
書
」
か
ら
検
出
さ
れ
た
家
臣
と
氏
名
が
合
致
、

あ
る
い
は
近
似
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

ま
ず
は
表
１
か
ら
基
本
情
報
を
抽
出
し
論
点
を
確
認
し
て
お
く
。

ま
ず
、
検
出
事
例
九
三
人
に
対
し
、「
目
録
」
で
は
五
五
人
し
か

確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、「
目
録
」
は
「
府
中
郡
」
に
か
か
る
給
分

を
得
た
家
臣
の
名
簿
と
し
て
読
め
る
か
ら
、
吉
継
の
家
臣
と
し
て
敦

賀
二
万
石
の
う
ち
で
す
で
に
給
分
を
得
て
い
た
が
、「
府
中
郡
」
に

か
か
る
給
分
加
増
は
な
か
っ
た
家
臣
た
ち
は
「
目
録
」
に
は
現
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。ま
た
、慶
長
三
年
以
降
に
仕
官
し
た
者
た
ち
が
あ
っ

て
も
「
目
録
」
に
は
現
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、「
目
録
」「
文
書
」「
軍
記
類
」
す
べ
て
に
現
れ
る
の

は
37
下
河
原
宗
右
衛
門
尉
。
特
異
な
存
在
と
い
え
る
。

「
目
録
」「
文
書
」
に
現
れ
る
の
は
八
人
（
4
・
44
・
49
・
57
・

58
・
87
・
89
・
90
）。「
文
書
」
で
、
敦
賀
領
知
等
に
か
か
る
実
績
が

確
認
で
き
る
家
臣
は
二
九
人
で
あ
る
か
ら
、「
文
書
」
に
現
れ
る
家

臣
の
大
半
は
「
府
中
郡
」
に
か
か
る
給
分
を
得
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。以

上
の
諸
点
は
、
お
そ
ら
く
吉
継
家
臣
団
の
形
成
過
程
に
か
か
る

重
要
な
情
報
で
、「
目
録
」
か
ら
推
察
さ
れ
る
家
臣
の
格
付
け
の
問

題
と
合
わ
せ
、
本
稿
の
論
点
の
第
一
と
し
た
い
。

次
に
、「
軍
記
類
」
の
列
に
目
を
転
じ
る
。
二
九
人
確
認
さ
れ
て
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表１　大谷吉継の家臣一覧

大谷吉継家臣

文　書　・　古　記　録　類 軍　記　類
Ｋ 慶長見聞書
Ｇ 慶長軍記 
Ｔ 関原軍記大成

目録 その他の文書・古記録
文書名（内容）（→充所/史料名）石/斗升合

1 朝倉権内 T朝倉権内
2 天野弥左衛門尉 448/920

3 意栢軒元朝
（四手井意柏）

天正21(ﾏﾏ）/5/14大谷吉継判物
（敦賀津浜町立替）
（→はちや右京進、佐久間与左衛門政長、
   意栢軒（元朝）、宗策/道川文書）
文禄3/10/20佐久間与右衛門政長下代彦右
　衛門・中川□□□□代武右衛門・四手井
　意柏下代左次右衛門連署状
 （年貢塩・御召塩皆済）
 （→江良浦惣中/刀根春次郎文書）
年未詳/3/1佐久間与右衛門政長・意栢軒
元朝連署状（山林伐採禁止）

（→たのうら百姓中/秦実文書）

4 井口六左衛門尉 879/542（慶長）/8/8大谷吉継書状（米差配）（→高橋
次郎兵衛・井口六左衛門/道川文書）

5 池源喜兵衛 199/979

6 池澤小七郎 K池澤小七郎 
GT池澤七郎兄弟

7 石寺五郎右衛門尉 250/089

8 伊吹藤右衛門尉
慶長4/3/18若代彦左衛門尉・伊吹藤右衛
門尉連署状（魚販売相論調停）

（→河舟座・川野屋座/道川文書）
9 岩根伝五 150/700 K岩根伝五郎（木の芽固）
10 上野某 KGT上野
11 梅野久次 150/000

12 大江三右衛門元勝
天正18/4/14下岡勘四郎吉長・大江三右衛
　門元勝連署状（塩木山相論調停）

（→西浦百姓中/秦実文書）
13 大田文大夫 300/014
14 大津八郎右衛門尉 400/000
15 岡田某 KGT岡田
16 奥田半右衛門尉 150/000
17 小河平四郎 200/084
18 押角右衛門尉 200/000

19 樫田理右衛門
天正18/11/10太刀・脇差等受取状

（→（色部内）小島兵（与三）左衛門尉・
　村山監物・山上縫殿介/色部文書）

20 柏原新四郎 150/000
21 加藤又八 199/979
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22 河上半左衛門尉

慶長2/2/ー江良浦刀祢・右近年貢米請状
（→河上半左衛門尉/刀祢春次郎文書）
慶長 2/2/ー江良浦刀祢・右近塩年貢請状
案

（→河上半左衛門尉・寺田久左衛門/刀祢
　春次郎文書）
慶長2/2/ー江良浦村髙指出

（→河上半左衛門尉/刀祢春次郎文書）　
慶長2/3/8寺田久左衛門・河上半左衛門尉
　連署状（塩手米賦課）

（→手浦惣中/秦実文書）
23 河崎十大夫 530/000
24 河本与十郎 150/000

25 閑斎 文禄2/1/18大谷吉継書状（幸州山城合戦）
（→毛利元康/厚狭毛利家文書） K閑才竪者 G閑斎竪者

26 沓見某 KT沓見 G水田見

27 桑島左近
文禄3/3/28熊谷半次書状（→島津義弘、
  「大刑内桑島左近」との文言あり/島
　津家文書）

28 小林忠右衛門尉 149/900
29 佐久間助右衛門尉 150/000 KGT佐久間勘右衛門

30 佐久間与右衛門

天正18/4/29宗策・佐与右政長・蜂右京隆
　長連署状（山論調停中立入禁止）
　（→手浦惣中/秦実文書）
天正21/5/14大谷吉継判物（→はちや右京
　�進、佐久間与左衛門政長、意栢軒（元朝）、

宗策/道川文書）
文禄3/10/20佐久間与右衛門政長下代彦右
　衛門・中川□□□□代武右衛門・四手井
　意柏下代左次右衛門連署状
 （年貢塩・御召塩皆済）
 （→江良浦惣中/刀根春次郎文書）
年未詳/3/1佐久間与右衛門政長・意栢軒
元朝連署状（山林伐採禁止）
 （→たのうら百姓中/秦実文書）

31 佐久与吉 198/755
32 佐藤小安右衛門尉 1000/000
33 嶋喜四郎 299/970
34 嶋左京 100/000 K嶋左京亮（「大学手」）
35 清水久兵へ 399/930

36 下岡勘四郎吉長
天正18/4/14下岡勘四郎吉長・大江三右衛
　門元勝連署状（塩木山相論調停）

（→西浦百姓中/秦実文書）

37 下河原宗右衛門尉 3107/994 天正19/6/28大谷吉継判物案（地子免除）
（→下河原宗右衛門尉/西方寺文書）

K下河原宗右衛門
G下河原宗右衛門尉
T下河原総左衛門尉

38 下河原平右衛門尉 500/070
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39 宗策

天正18/4/29宗策・佐与右政長・蜂右京隆
　長連署状（山論調停中立入禁止）
 （→手浦惣中/秦実文書）
天正21/5/14大谷吉継判物

（→はちや右京進、佐久間与左衛門政長、
　意栢軒（元朝）、宗策/道川文書）

40 新城新左衛門尉 699/542
41 瀬川又市 T瀬川又市
42 関宗印 200/000

43 高橋二郎右衛門尉 年未詳/9/21大谷吉継書状（菓子昆布受取）
（→高橋二郎右衛門尉/道川文書）

44 高橋次郎兵衛 1119/950（慶長）/8/8大谷吉継書状（米差配）（→   
  高橋次郎兵衛・井口六左衛門/道川文書）

45 高橋七左衛門尉 130/000
46 瀧川彦兵衛 T瀧川彦兵衛
47 田辺某 KGT田辺
48 谷ノ武介 200/000

49 寺田久左衛門尉 362/180

慶長2/2/ー江良浦塩年貢請状案
（→河上半左衛門尉・寺田久左衛門/刀祢
　春次郎文書）
慶長2/3/8寺田久左衛門・河上半左衛門尉
　連署状（塩手米賦課）

（→手浦惣中、秦実文書）

50 中川某

文禄3/10/20佐久間与右衛門政長下代彦右
　衛門・中川□□□□代武右衛門・四手井
　意柏下代左次右衛門連署状
 （年貢塩・御召塩皆済）
 （→江良浦惣中/刀根春次郎文書）

51 中小路弥一郎一元
（天正20）8/29中少路一元書状（吉継京より
　朝鮮に出陣、「大谷刑部内」「高麗ゟ」）

（→はかた宗老（神谷宗湛）/小早川家文書）
KGT中小路

52 中嶋弥五郎
天正18/11/10太刀・脇差等受取状

（→（色部内）小島兵（与三）左衛門尉・
　村山監物・山上縫殿介/色部文書）

53 中津海新介 200/000
54 成田勝左衛門尉 200/000
55 橋本久八郎 K橋本久八郎（大学手）
56 蜂屋市兵衛 2212/419

57 蜂屋又兵衛（近勝） 2150/260

天正13/⑧/21蜂屋頼隆書状（荷物舟積規則）
（→又兵衛・稲壁・舟道中/道川文書）
天正15/12/17たかの（高野）村彦太郎田地
　�去状（→又兵衛殿様・いなかべ殿（隆長）

様/新善光寺文書）
天正16/5/7蜂屋隆長書状

（→僧主中/常宮神社文書）
天正17/10/9蜂屋右京進隆長・同又兵衛近
　�勝連署書状（蜂屋頼隆弔問礼）（→高室院/

高野山高室院文書）
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58 蜂屋右京進（隆長） 759/999

天�正13/⑧/21蜂屋頼隆書状（荷物舟積規則）
（→又兵衛・稲壁（隆長）・舟道中 / 道川
文書）

天�正15/12/17たかの（高野）村彦太郎田地
去状（→又兵衛殿様・いなかべ殿様/新
善光寺文書）

天�正15/12/18（稲壁）隆長書状（高野村年貢
納方）（→井川よしいかた/新善光寺文書）

天正16/5/7蜂屋隆長書状（京都普請入用に
  つき山林保護）（→常宮僧主衆中/常宮神
  社文書）
天正17/10/9蜂屋右京進隆長・同又兵衛近
　�勝連署書状（蜂屋頼隆弔問礼）（→高室院/

高野山高室院文書）
天正18/4/29宗策・佐与右政長・蜂右京隆
　長連署状（山論調停中立入禁止）
 （→手浦惣中/秦実文書）
天�正21/5/14大谷吉継判物（→はちや右京　

進、佐久間与左衛門政長、意栢軒（元朝）、
宗策/道川文書）

慶�長5/8/2大谷吉継判物（軍需につき米渡
し）（→はちや右京進/道川文書）

59 服部甚太郎 150/000
60 林作蔵 150/000
61 林伝太郎 150/000
62 日置某 K日置（七里半固）

63 疋田覚左衛門 KG疋田覚左衛門
（K大学手）

64 疋田某 K疋田（七里半固）
65 日祢野久介 200/000

66 平子清右衛門 K平子清右衛門 
GT平子清兵衛

67 広野与三右衛門尉 169/674

68 藤野角左衛門吉久 天正18/10/20仙北大森郷年貢納状
（→色部長実/色部文書） K藤堂 GT藤野

69 古川太郎衛門尉 599/981 K古川太郎大夫 
GT古川太郎兵衛

70 前嶋四郎左衛門尉 150/000
71 牧三左衛門尉 399/970 KGT牧村三左衛門
72 松原孫右衛門尉 550/000
73 松原弥右衛門尉 200/000
74 馬淵加右衛門尉 499/995
75 三浦喜太夫 T三浦喜太夫
76 三毛弥二郎 250/000
77 三屋理介 100/600
78 水野仁右衛門 T水野仁右衛門

79 村来小三郎 K村来小三郎 
GT村木小三郎

80 森勝兵へ 401/266
81 森兵右衛門尉 250/000
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82 森七九郎 KGT森七九郎
83 山下作右衛門尉 300/000
84 湯浅五助 K岩田五助 GT湯浅五助

85 融盛（三位）

（慶長2）2/29三位（融）盛書状（諸公事免
　除御判遣わす）（→高□、奥富文書）

（慶長2）3/6刑部少輔内三位融盛書状（越
　後屋諸役・諸公事免許）（→敦賀米屋中/
　奥富文書）

（慶長以前）/12/24刑部少輔内之徒融盛書
　状（歳暮綿礼）（→西福寺西堂／西福寺
　文書）

（慶長）/極/25大谷吉継書状（なまこ受取
　�礼）（→川舟兵三郎、「三住（位）かたゟ可

申」/道川文書）

86 吉田久左衛門尉
文禄2/7/22豊臣家奉行家中連署状（越後石
　高改につき）（→刈羽郡之内北条寺社中/
　五十嵐文書）

87 吉田半兵衛 150/000
慶長3/12/11若代彦左衛門尉・吉田半兵衛
　連署状（闕所屋敷買取代金受取）

（→川舟三郎左衛門尉/道川文書）

88 吉田伝三郎

慶長3/ーー江良浦惣中申状
（江良浦右近非法条々）
（�→若代彦左衛門尉、吉田伝三郎/刀祢春

次郎文書）

89 若代彦左衛門尉 200/000

慶長3/ーー江良浦惣中申状（江良浦右近非
　法条々）（→若代彦左衛門尉、吉田伝三
　郎/刀祢春次郎文書）
慶長3/12/11若代彦左衛門尉・吉田半兵衛
　連署状（闕所屋敷買取代金受取）

（→川舟三郎左衛門尉/道川文書）
慶�長 4/3/18 若代彦左衛門尉・伊吹藤右衛

門尉連署状（魚販売相論調停）
（→河舟座・川野屋座、道川文書）

90 若林五左衛門尉 514/077

（慶長3）6/29大谷吉継書状（薯蕷礼、「尚五
　左衛門可申」との文言あり）

（→西福寺長円、/西福寺文書）
（慶長4）8/15（若林）五左衛門書状
（諸役免許、吉継判物添状）
（→高嶋屋伝右衛門/小宮山文書）
慶長4/11/22西笑承兌大谷宅に来訪、使者

（鹿苑日録）
慶長4/12/3大谷使者「若林」（鹿苑日録）（年
未詳）/9/8□□（若林）五左衛門書状
 （北國往還法度）（→欠、田中栞文書）

（慶長）/6/28大谷吉継書状（盆鯖礼、「猶五
　左衛門可申」との文言あり）

（→高嶋や伝右衛門/小宮山文書）

91 若林八兵衛 199/995 　 KG若林八兵衛 
T若村八兵衛

92 引鹽傳右衛門 文禄2/5名護屋へ明使謝用梓・徐一貫来る、
使節御用承り添奉行増田・石田・大谷・小
西、大谷家臣引鹽・小岩（松浦古事記、松
浦叢書）

93 小岩内膳
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い
る
。「
目
録
」「
文
書
」「
軍
記
類
」
す
べ
て
に
現
れ
る
37
を
除
き
、

「
軍
記
類
」「
目
録
」
に
現
れ
る
の
は
六
人
（
9
・
29
・
34
・
69
・

71
・
91
）、「
軍
記
類
」「
文
書
」
に
現
れ
る
の
は
三
人
（
25
・
51
・

68
）
で
あ
る
。「
軍
記
類
」
の
情
報
が
「
目
録
」「
文
書
」
と
連
接
す

る
こ
と
は
重
要
な
発
見
で
あ
る
が
、
の
こ
る
一
九
人
は
「
軍
記
類
」

に
し
か
み
え
な
い
家
臣
と
な
る（

（
（

。
慶
長
三
年
九
月
以
降
に
仕
官
し
た

者
た
ち
が
あ
っ
て
も
「
目
録
」
に
は
現
れ
な
い
と
い
う
認
識
と
合
わ

せ
、
第
二
の
論
点
と
し
た
い
。

そ
し
て
第
三
の
論
点
は
、「
目
録
」
に
し
か
現
れ
な
い
家
臣
三
九

人
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
吉
継
が
加
増
に
と
も
な
う
新
規
の
採

用
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
想
定
は
一
応
成
立
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
敦
賀
領
知
か
ら
関
ケ
原
合
戦
に
至
る
時
間
軸
に
彼
ら
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
、
評
価
し
て
い
く
の
か
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

以
下
、
各
論
点
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

二
、
家
臣
団
の
構
成

１　

家
臣
団
の
形
成
過
程

ま
ず
は
第
一
の
論
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

大
谷
吉
継
が
敦
賀
に
初
入
り
し
た
の
は
天
正
一
七
年
一
二
月
の
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
、
上
方
で
は
吉
継
の
早
々
の
帰
還
を
求
め
て
い
た

よ
う
で（

（
（

、敦
賀
滞
在
は
短
期
間
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

翌
一
八
年
四
月
に
は
小
田
原
陣
（
北
条
氏
攻
略
）、
さ
ら
に
は
奥
羽

仕
置
（
奥
羽
地
方
の
知
行
割
）
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
奥
羽
か

ら
上
方
に
戻
る
の
は
同
一
九
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

「
文
書
」
に
み
え
る
家
臣
の
な
か
で
、吉
継
が
上
方
（
お
よ
び
敦
賀
）

を
不
在
と
し
た
天
正
一
八
年
三
月
か
ら
同
一
九
年
九
月
の
期
間
に
実

績
を
有
す
る
の
は（

（
（

、
12
大
江
元
勝
、
30
佐
久
間
政
長
、
37
下
河
原
宗

右
衛
門
尉
、
39
宗
策
、
36
下
岡
吉
長
、
52
中
嶋
弥
五
郎
、
58
蜂
屋
隆

長
の
七
人
で
あ
る
。

し
か
し
、「
文
書
」
に
み
え
て
「
目
録
」
に
み
え
な
い
家
臣
に
つ

い
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
吉
継
の
家
臣
と
し
て
敦
賀
二
万
石
の
う
ち

で
す
で
に
給
分
を
得
て
い
た
が
、「
府
中
郡
」
に
か
か
る
給
分
加
増

は
な
か
っ
た
者
た
ち
と
理
解
す
る
な
ら
、
3
意
栢
軒
元
朝
（
四
手
井

意
柏
）、
8
伊
吹
藤
右
衛
門
尉
、
19
樫
田
理
右
衛
門
、
22
河
上
半
左

衛
門
尉
、
25
閑
斎
、
27
桑
島
左
近
、
43
高
橋
二
郎
右
衛
門
尉
、
50
中

川
某
、
51
中
小
路
一
元
、
68
藤
島
吉
久
、
85
融
盛
、
86
吉
田
久
左
衛

門
尉
、
88
吉
田
伝
三
郎
、
92
引
鹽
傳
右
衛
門
、
93
小
岩
内
膳
の
一
五

人
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
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ま
ず
は
吉
継
が
敦
賀
領
知
の
初
期
段
階
で
か
か
え
た
家
臣
は
こ
れ

ら
二
二
人
を
中
核
と
し
た
人
数
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

次
に
、
天
正
一
八
年
の
加
増
で
あ
る
。
吉
継
に
と
っ
て
は
小
田
原

陣
が
城
持
大
名
に
な
っ
て
初
め
て
の
外
征
出
陣
で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉

は
、
小
田
原
陣
～
奥
州
仕
置
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
出
兵
ま
で
見
越
し
て
、

吉
継
の
軍
役
負
担
を
賄
う
た
め
に
加
増
し
、
奥
羽
仕
置
や
朝
鮮
出
兵

に
お
い
て
重
責
を
課
し
た（

（1
（

。
第
三
の
論
点
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ

る
が
、「
目
録
」
に
し
か
み
え
な
い
家
臣
た
ち
の
な
か
に
は
、
こ
の

加
増
の
機
に
新
規
に
吉
継
家
臣
と
な
っ
た
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
吉
継
家
臣
団
の
形
成
過
程
と
い
う
こ
と
で
は
、
ま
ず
初
期

段
階
の
家
臣
団
構
築
が
あ
り
、
こ
れ
に
天
正
一
八
年
の
加
増
を
機
に

増
員
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

た
だ
、
も
う
一
点
。
初
期
段
階
の
家
臣
団
編
成
に
つ
い
て
み
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
初
期
段
階
の
家
臣

た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

具
体
的
事
例
に
即
し
て
示
し
て
お
く
。

２　

蜂
屋
氏
の
場
合

57
蜂
屋
又
兵
衛
近
勝
と
58
蜂
屋
右
京
進
隆
長
は
、
蜂
屋
頼
隆
の
も

と
で
敦
賀
領
知
に
か
か
わ
っ
た
実
績
を
「
文
書
」
で
確
認
で
き
る
。

頼
隆
が
没
し
た
の
は
九
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、翌
一
〇
月
に
は
近
勝
・

隆
長
連
署
で
高
野
山
高
室
院
か
ら
の
弔
問
に
対
す
る
礼
状
を
認
め
て

い
る（

（1
（

。
【
史
料
１
】

出
羽
守
不
慮
出
来
付
而
、
遠
路
為
御
弔
、
御
使
僧
御
上
候
、
御
懇
志

之
儀
候
、
将
亦
、
御
香
銭
雖
御
上
候
、
惣
別
無
御
取
候
間
、
返
進
申

候
、
従
後
室
御
返
事
可
被
申
入
候
へ
共
、
御
取
乱
候
間
、
従
両
人
相

意
得
可
申
入
之
旨
候
、
爰
元
御
取
静
候
者
、
重
而
可
被
仰
之
由
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
屋
右
京
進

　
　

十
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

又
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
勝
（
花
押
）

　

高
室
院

　
　
　

御
報

頼
隆
（「
出
羽
守
」）
の
突
然
の
死
去
に
あ
た
り
、
遠
路
高
野
山
か

ら
使
僧
を
遣
わ
さ
れ
、
弔
問
を
受
け
た
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ
、「
御
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香
銭
」（
香
奠
）
に
つ
い
て
は
す
べ
て
遠
慮
し
て
い
る
の
で
使
僧
に

返
し
た
こ
と
、
本
来
な
ら
「
後
室
」（
頼
隆
妻
）
か
ら
礼
状
（「
御
返

事
」）
を
差
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
悲
し
み
深
く
、
ま
た
後
事
に

追
わ
れ
て
い
る
の
で
（「
御
取
乱
」）、「
両
人
」（
近
勝
・
隆
長
）
か

ら
よ
ろ
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
、
こ
ち
ら
が
落
ち
着
い
た
ら
改
め
て

（「
後
室
」
よ
り
）
御
返
事
申
し
上
げ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。

一
族
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
が
頼
隆
に
近
侍
し
て
い
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
書
状
で
あ
る
。

近
勝
は
そ
の
後
、
表
１
「
文
書
」
列
で
実
績
を
確
認
で
き
な
く
な

る
が
、「
目
録
」
に
は
み
え
る
の
で
、
吉
継
家
臣
と
し
て
の
経
歴
は

慶
長
三
年
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
隆
長
は
、
天
正
一
八

年
（
一
五
九
〇
）
卯
月
（
四
月
）
廿
九
日
付
宗
策
・
佐
久
間
政
長
・

蜂
屋
隆
長
連
署
状
が
吉
継
家
臣
と
し
て
の
実
績
を
示
す
初
見
で
、
慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
八
月
二
日
付
書
状
で
、
吉
継
か
ら
「
河
舟
三

郎
」（
敦
賀
の
廻
船
商
人
、
道
川
氏
）
に
米
を
渡
す
よ
う
命
じ
ら
れ

て
い
る
の
が
史
料
上
の
終
見
と
な
る（

（1
（

。
吉
継
の
敦
賀
領
知
を
全
期
間

に
わ
た
っ
て
支
え
た
家
臣
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
56
蜂
屋
市
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
関
ケ
原
合
戦
の
折
に
は
敦

賀
城
代
で
あ
っ
た
と
記
す
史
料
が
あ
る（

（1
（

。
蜂
屋
氏
は
頼
隆
の
死
後
吉

継
に
仕
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
敦
賀
に
在
っ
て
吉
継
の
敦
賀
領
知
を
支
え

た
一
族
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

吉
継
が
敦
賀
領
知
の
初
期
段
階
で
か
か
え
た
家
臣
の
な
か
に
は
、

蜂
屋
氏
の
よ
う
に
前
任
の
蜂
谷
頼
隆
の
旧
臣
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３　

下
河
原
氏
の
場
合

37
下
河
原
宗
右
衛
門
尉
は
、「
目
録
」「
文
書
」「
軍
記
類
」
で
確

認
で
き
る
唯
一
の
家
臣
で
あ
る
。「
文
書
」
で
確
認
で
き
る
実
績
は

後
掲
文
書
の
一
件
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
隆
長
と
同
様
に
、
吉
継

の
敦
賀
領
知
を
全
期
間
に
わ
た
っ
て
支
え
た
家
臣
で
、
関
ケ
原
合
戦

で
戦
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

下
河
原
宗
右
衛
門
尉
の
素
性
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
は
い
く
つ
か

あ
る
。

ま
ず
、
室
町
時
代
近
江
・
出
雲
等
の
守
護
で
あ
っ
た
京
極
政
経
の

「
年
寄
」、「
被
官
衆
」
に
下
河
原
氏
が
あ
る（

（1
（

。
さ
ら
に
、
養
父
政
経

の
後
を
継
い
だ
高
清
の
家
臣
に
下
河
原
宗
左
衛
門
尉
が
あ
り
、
寛
正

六
年
（
一
四
六
五
）
八
月
、「
今
出
川
殿
（
足
利
義
視
）
御
祝
儀
」

に
高
清
が
法
躰
（
前
年
に
出
家
、
道
善
）
の
ま
ま
参
上
し
て
よ
い
か

を
尋
ね
る
使
者
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、『
下
間
氏
系
図
』（
本
願
寺
坊
官
下
間
氏
の
系
図
）
に
、
丹
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後
法
橋
玄
英
の
室
と
し
て
「
下
川
原
五
郎
右
兵
衛
尉
女
」（
頼
善
母
）、

玄
英
子
息
頼
永
室
に
「
下
河
原
周
防
守
女
」（
頼
定
母
）、
同
じ
く
玄

英
子
息
慶
秀
室
に
「
下
川
原
宗
左
衛
門
尉
盛
房
女
」（
照
賢
母
）
と

あ
り
、
照
賢
は
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
八
月
六
日
に
加
賀
か
ら
乱

入
し
た
折
に
越
前
九
頭
竜
川
辺
で
討
死
し
た
と
あ
る（

（1
（

。
越
前
朝
倉
貞

景
と
加
賀
一
向
一
揆
の
戦
争
で
、
照
賢
が
討
死
し
た
と
い
う
八
月
に

貞
景
は
吉
崎
御
坊
を
破
却
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
本
願
寺
坊
官
下
間
氏
と
京
極
家
臣
下
河
原
氏
が

親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い（

（1
（

。
し
か
も
、
吉
継
の
妹
は

下
間
頼
亮
（
頼
廉
子
息
、
興
正
寺
坊
官
）
の
室
で
あ
る（

（1
（

。
筆
者
は
吉

継
の
出
自
を
青
蓮
院
周
辺
に
求
め
て
い
る
が
、
青
蓮
院
と
本
願
寺
は

歴
史
的
に
近
し
い
関
係
に
も
あ
る（
親
鸞
は
青
蓮
院
で
得
度
、ほ
か
）。

管
見
の
限
り
な
が
ら
、
下
河
原
氏
が
京
極
氏
関
係
史
料
に
あ
ら
わ

れ
る
の
は
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
八
月
に
近
江
浅
井
亮
政
が
京

極
氏
当
主
父
子
を
小
谷
城
に
招
き
饗
応
し
た
時
の
記
録
に
、「
御
座

敷
」
に
着
座
し
た
「
下
河
原
宗
泰
府
（
マ
マ
、
衛
門
尉
？
）」
が
最

終
で
あ
る（

（2
（

。

浅
井
氏
が
滅
び
、
京
極
氏
の
家
臣
た
ち
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
末
路
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
以
来
、
宗
右
（
左
）
衛
門
尉

を
名
乗
っ
て
き
た
下
河
原
氏
の
末
裔
が
、
本
願
寺
や
青
蓮
院
と
の
縁

故
を
頼
り
、
あ
る
い
は
旧
浅
井
家
臣
が
秀
吉
の
家
臣
に
転
身
し
て
い

く
流
れ
の
な
か
で
、
吉
継
の
も
と
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

実
に
興
味
深
い
。

【
史
料
２
】

敦
賀
御
影
堂
為
扶
持
、
八
貫
六
百
文
、
毎
年
無
相
違
可
相
渡
者
也
、

　

天
正
十
九
年
六
月
廿
八
日　
　
　
　

大
谷
刑
部
少
輔 

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
河
原
宗
右
衛
門
尉

右
の
文
書
は
、
大
谷
吉
継
が
「
敦
賀
御
影
堂
」
に
対
し
て
毎
年
八

貫
六
百
文
の
地
子
を
免
除
す
る
内
容
の
判
物
（
写
）
で
あ
る
。
日
付

の
時
点
で
吉
継
は
奥
羽
に
あ
っ
た
か
ら
、
下
河
原
は
こ
れ
を
敦
賀
で

実
行
す
る
任
務
を
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

文
書
に
違
和
感
は
あ
る
。
原
本
が
失
わ
れ
、
現
状
で
は
『
敦
賀
郡

誌
』（
敦
賀
郡
役
所
、
一
九
一
五
年
）
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
前
提

で
は
あ
る
が（

（2
（

、
大
谷
と
下
河
原
の
連
署
と
い
う
理
解
を
排
除
し
た
場

合
、
充
所
が
不
自
然
で
あ
る
。
充
所
の
書
き
出
し
の
高
さ
に
疑
義
が

あ
り
、「
殿
」
な
ど
の
敬
称
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
原
本

が
失
わ
れ
、そ
の
他
の
信
頼
す
べ
き
写
本
等
で
確
認
で
き
な
い
以
上
、

貴
重
な
吉
継
家
臣
関
係
史
料
と
し
て
「
文
書
」
に
収
録
し
た（

（2
（

。
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こ
の
一
点
の
史
料
の
み
で
判
断
す
る
の
は
早
計
の
感
も
あ
る
が
、

下
河
原
も
ま
た
蜂
屋
氏
と
同
様
、
原
則
敦
賀
に
在
っ
て
吉
継
の
敦
賀

領
知
を
支
え
た
家
臣
の
一
人
と
し
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

も
う
一
点
、
こ
の
下
河
原
宗
右
衛
門
尉
の
よ
う
に
、
主
家
の
滅
亡
、

没
落
を
理
由
に
再
仕
官
の
途
を
も
と
め
た
結
果
、
吉
継
の
も
と
に
た

ど
り
着
い
た
者
た
ち
が
あ
っ
た
こ
と
も
こ
こ
で
認
識
し
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

表
１
に
は
38
下
河
原
平
右
衛
門
尉
の
名
も
み
え
る
。
宗
右
衛
門
尉

の
親
族
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
目
録
」
の
み
に
み
え
る
家
臣
の
一
人

で
も
あ
る
。
宗
右
衛
門
尉
と
と
も
に
仕
官
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も

第
三
の
論
点
に
か
か
わ
る
こ
と
な
が
ら
、「
目
録
」
に
し
か
み
え
な

い
家
臣
た
ち
の
理
解
に
か
か
わ
る
事
象
で
あ
る
。

４　

在
敦
賀
と
在
上
方

蜂
屋
氏
、
下
河
原
氏
に
つ
い
て
は
原
則
敦
賀
に
在
っ
て
吉
継
の
敦

賀
領
知
を
支
え
る
役
割
に
任
じ
た
こ
と
を
、
以
上
述
べ
て
き
た
。
便

宜
、
彼
ら
の
よ
う
な
家
臣
（
群
）
を
在
敦
賀
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
。

「
文
書
」
で
実
績
を
確
認
で
き
る
家
臣
の
な
か
で
、
吉
継
書
状
の

充
所
と
し
て
検
出
さ
れ
る
事
例
を
も
つ
家
臣
を
中
心
に
、
在
敦
賀
グ

ル
ー
プ
と
認
定
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
、
吉
継
本
人
は
多
く
上
方
に
在
っ
た
か
ら
、
家
臣
の
な
か

に
は
い
わ
ば
在
上
方
グ
ル
ー
プ
も
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

90
若
林
五
左
衛
門
尉
は
、「
文
書
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
吉
継

の
取
次
・
奏
者
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
吉
継
書
状
に「
尚

五
左
衛
門
可
申
」（
な
お
五
左
衛
門
申
す
べ
し
）
と
あ
る
の
は
、
若

林
が
口
上
を
携
え
た
使
者
と
し
て
書
状
を
届
け
る
役
と
な
る
、
あ
る

い
は
添
状
を
整
え
て
、
吉
継
の
書
状
と
と
も
に
若
林
の
使
者
に
届
け

さ
せ
た
こ
と
を
示
す
。
若
林
は
在
上
方
の
家
臣
で
あ
る
。

ま
た
、「
文
書
」
で
敦
賀
領
知
に
か
か
る
文
書
に
署
判
を
加
え
る

実
績
が
確
認
で
き
る
家
臣
の
な
か
に
も
、
在
上
方
、
な
い
し
、
上
方

と
敦
賀
を
随
時
往
還
す
る
家
臣
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
若
林
も
ま

た
上
方
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
吉
継
書
状
を
携
え
て
敦
賀
を
訪
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

49
寺
田
久
左
衛
門
尉
は
、
長
岡
（
細
川
）
忠
興
室
（
洗
礼
名
ガ
ラ

シ
ャ
、
秀
林
院
）
付
き
の
侍
女
（「
御
年
寄
分
」）「
お
く
」
の
娘
を

妻
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
縁
故
も
在
上
方
を
前
提
と
し
て
考
え
ら

れ
る
と
す
れ
ば
、
寺
田
も
ま
た
在
上
方
を
常
と
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い（

（2
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
吉
継
の
家
臣
団
に
つ
い
て
は
原
則
在
敦
賀
を
常

と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
在
上
方
を
常
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
想
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定
で
き
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
随
時
敦

賀
と
上
方
を
往
還
す
る
こ
と
を
含
め
、
ゆ
る
や
か
な
分
類
と
し
て
と

ら
え
て
お
く
の
が
穏
当
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
章
の
最
後
に
表
２
を
掲
げ
る
。「
目
録
」に
示
さ
れ
る
給
分（
知

行
高
）
の
上
位
十
人
で
あ
る
。「
目
録
」
は
あ
く
ま
で
加
増
地
に
お

け
る
給
分
を
示
す
か
ら
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
吉
継
家
臣
団
に
お
け
る

格
付
と
は
読
め
な
い
が
、
下
河
原
二
人
、
蜂
屋
三
人
が
み
え
る
。
そ

れ
ぞ
れ
初
期
段
階
か
ら
の

吉
継
家
臣
で
、
経
歴
か
ら

み
て
も
指
導
的
立
場
に

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
が
在
敦
賀
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
こ
と
も
、
家
臣

団
構
成
の
特
質
と
し
て
重

要
で
あ
る
。

三　

関
ケ
原
合
戦
と
吉
継
家
臣

１　
「
軍
記
類
」
に
み
え
る
家
臣
た
ち

第
二
の
論
点
に
つ
い
て
考
え
る
。

表
３
と
し
て
「
軍
記
類
」
に
み
え
る
家
臣
を
一
覧
に
し
た
。
表
１

の
ア
レ
ン
ジ
版
で
あ
る
。「
軍
記
類
」
に
よ
り
人
数
、
姓
名
表
記
に

異
同
が
あ
る
場
合
は
「
軍
記
類
」
の
種
別
を
示
す
記
号
の
後
に
表
記

の
ま
ま
記
載
し
た
、
26
沓
見
を
「
水
田
見
」
と
す
る
な
ど
明
ら
か
な

誤
写
・
誤
読
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
似
す
る
姓
名
が
み
え
る

場
合
も
掲
載
し
た
。

す
で
に
紹
介
し
た
37
下
河
原
宗
右
衛
門
尉
、
56
蜂
屋
市
兵
衛
を
除

く
と
、「
文
書
」
に
み
え
る
も
の
が
三
人
、「
目
録
」
に
み
え
る
も
の

が
六
人
で
あ
る
。

「
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
軍
陣
に
か
か
る
文
書
ば
か
り
で
あ
る
。

25
閑
斎
の
「
文
書
」
は
、
朝
鮮
出
兵
の
折
の
幸
州
山
城
の
合
戦
で

殿し
ん
が
りを

勤
め
た
毛
利
元
康
に
充
て
た
吉
継
書
状
で
、
慰
労
と
元
康
配
下

の
消
息
を
問
う
内
容
で
あ
る
が
、
書
中
に
元
康
が
吉
継
陣
に
戦
況
報

告
に
来
た
折
に
閑
斎
が
対
応
し
、
閑
斎
か
ら
報
告
内
容
を
伝
達
さ
れ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
吉
継
は
撤
退
戦
に
疲
労
し
、
黒
田
長
政
陣

に
い
て
元
康
の
報
告
を
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
書
中
で
詫
び
て

も
い
る（

（2
（

。

51
中
小
路
一
元
の
「
文
書
」
は
、
朝
鮮
に
従
軍
中
で
あ
る
中
小
路

が
博
多
の
神
谷
宗
湛
に
あ
て
て
自
身
の
無
事
と
吉
継
の
動
向
、
現
地

の
戦
況
を
伝
え
た
書
状
で
あ
る
。

表２「目録」知行高上位 10人

家　臣　名 知 行 高
石/斗升合

下河原宗右衛門尉 3107/994
蜂屋市兵衛 2212/419
蜂屋又兵衛（近勝） 2150/260
高橋次郎兵衛 1119/950
佐藤小安右衛門尉 1000/000
井口六左衛門尉 879/542
蜂屋右京進（隆長） 759/999
新城新左衛門尉 699/542
古川太郎衛門尉 599/981
松原孫右衛門尉 550/000
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表３　「軍記類」にみえる家臣

大谷吉継家臣
軍　記　類

K慶長見聞書　G慶長軍記 
T関原軍記大成

目 録 その他の文書・古記録
文書名（内容）

（→充所/史料名）石/斗升合

1 朝倉権内 T朝倉権内

6 池澤小七郎 K池澤小七郎 
GT池澤七郎兄弟

9 岩根伝五 K岩根伝五郎（木の芽固） 150/700
10 上野某 KGT上野
15 岡田某 KGT岡田

25 閑斎 K閑才竪者 G閑斎竪者
文禄2/1/18大谷吉継書状（幸
州山城合戦）

（→毛利元康/厚狭毛利家文書）
26 沓見某 KT沓見 G水田見
29 佐久間助右衛門尉 KGT佐久間勘右衛門 150/000
34 嶋左京 K嶋左京亮（「大学手」） 100/000

37 下河原宗右衛門尉
K下河原宗右衛門
G下河原宗右衛門尉
T下河原総左衛門尉

3107/994

天正19/6/28大谷吉継判物案
（地子免除）
（→下河原宗右衛門尉/西方寺
文書）

41 瀬川又市 T瀬川又市
46 瀧川彦兵衛 T瀧川彦兵衛
47 田辺某 KGT田辺

51 中小路弥一郎一元 KGT中小路

（天正20）8/29中小路一元書状
（吉継京より
　朝鮮に出陣、「大谷刑部内」

「高麗ゟ」）（→はかた宗老（神
谷宗湛）/小早川家文書）

55 橋本久八郎 K橋本久八郎（大学手）
56 蜂屋市兵衛 （敦賀城代） 2212/419
62 日置某 K日置（七里半固）
63 疋田覚左衛門 KG疋田覚左衛門（K大学手）
64 疋田某 K疋田（七里半固）
66 平子清右衛門 K平子清右衛門 GT平子清兵衛

68 藤野角左衛門吉久 K藤堂 GT藤野
天正18/10/20仙北大森郷年貢
納状

（→色部長貞/色部文書）
69 古川太郎衛門尉 K古川太郎大夫 GT古川太郎兵衛 599/981
71 牧三左衛門尉 KGT牧村三左衛門 399/970
75 三浦喜太夫 T三浦喜太夫
78 水野仁右衛門 T水野仁右衛門
79 村来小三郎 K村来小三郎 GT村木小三郎
82 森七九郎 KGT森七九郎
84 湯浅五助 K岩田五助 GT湯浅五助
91 若林八兵衛 KG若林八兵衛 T若村八兵衛 199/995 　
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68
藤
野
吉
久
の
「
文
書
」
は
、
上
杉
氏
の
重
臣
色
部
長
真
に
あ
て

た
仙
北
郡
大
森
郷
年
貢
の
渡
し
状
で
あ
る
。
奥
羽
仕
置
も
ま
た
軍
陣

で
あ
る
。

う
ま
く
い
き
す
ぎ
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
こ
の
三
人
は
関
ケ
原
合

戦
に
従
軍
し
戦
死
し
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
、「
目
録
」
に
み
え
る
六
人
で
あ
る
。
37
下
河
原
宗
右
衛
門

尉
が
先
陣
で
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
か
「
軍
記
類
」
に
言
及
は

な
い
が
、
大
谷
軍
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
応
の
意

味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
慶
長
軍
記
』
で
は
、「
下
河
原
宗
右
衛
門
・
牧
村
三
左
衛
門
・
閑

斎
竪
者
、
若
林
八
兵
衛
・
村
木
小
三
郎
・
古
川
太
郎
兵
衛
・
平
子
清

兵
衛
・
池
澤
七
郎
兄
弟
、
佐
久
間
勘
右
衛
門
・
上
野
・
岡
田
・
藤
野
・

中
小
路
・
田
辺
・
沓
見
・
森
七
九
郎
以
下
百
余
人
」
と
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
記
載
順
と
「
目
録
」
に
み
え
る
知
行
高
と
の
関
係
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
姓
名
が
記
載
さ
れ
る
者
と
姓
の
み
記
載

の
者
と
の
関
係
も
「
目
録
」
と
の
照
合
か
ら
は
解
明
で
き
な
い
。

ま
た
、「
軍
記
類
」
に
し
か
み
え
な
い
家
臣
は
一
八
人
い
る
。

２　

湯
浅
五
助
の
場
合

関
ケ
原
合
戦
に
取
材
し
た
軍
記
・
合
戦
記
が
語
る
「
大
谷
吉
継
の

最
期
」
に
登
場
し
、
吉
継
の
介
錯
を
つ
と
め
、
さ
ら
に
首
を
隠
し
終

え
て
、
藤
堂
高
虎
配
下
の
武
将
に
打
ち
取
ら
れ
る
湯
浅
（
岩
田
）
五

助
の
名
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
た
だ
、
介
錯
し
た
の
は
五
助
で

あ
る
が
首
を
隠
し
た
の
は
75
三
浦
喜
太
夫
と
記
す
軍
記
も
あ
る（『
関

ケ
原
始
末
記
』
な
ど
）。
し
か
し
、湯
浅
五
助
は
「
目
録
」
に
も
「
文

書
」
に
も
み
え
な
い
。「
軍
記
類
」
に
し
か
み
え
な
い
家
臣
の
一
人

で
あ
る
。

こ
の
湯
浅
五
助
に
つ
い
て
、『
板
坂
卜
斎
覚
書
』（『
慶
長
年
中
卜

斎
記
』『
慶
長
年
中
記
』
な
ど
の
異
称
あ
り
）
の
関
ヶ
原
合
戦
直
後

の
記
事
に
、
湯
浅
五
助
の
素
性
に
触
れ
る
一
文
が
あ
る（

（2
（

。

【
史
料
３
】

�

此
五
助
ハ
関
東
牢
人
、
馬
の
り
に
て
刑
部
少
輔
馬
屋
別
当
、
小
身

な
る
も
の
、
其
上
新
参
者
、
三
十
餘
な
る
も
の
な
り
、（
中
略
）

刑
部
少
輔
家
来
の
者
生
捕
た
る
も
の
語
候
、
五
助
と
は
岡
部
小
右

衛
門
、
冨
永
主
膳
、
井
田
六
兵
衛
な
と
知
音
に
て
、
常
々
寄
合
語

り
候
、
い
か
に
も
静
に
物
和
ら
か
成
よ
き
者
と
申
さ
れ
し
也
、
夫

ほ
と
主
人
の
用
に
立
申
候
、

五
助
は
「
関
東
牢
人
」
で
馬
乗
り
を
得
意
と
し
大
谷
吉
継
（
刑
部
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少
輔
）
の
馬
屋
別
当
（
主
幹
）
と
な
っ
た
。
小
身
（
身
分
、
家
格
が

低
い
）
で
（
吉
継
家
臣
の
な
か
で
は
）「
新
参
者
」
で
あ
る
。
年
齢

は
三
十
歳
を
超
え
た
あ
た
り
、
生
け
捕
ら
れ
た
大
谷
の
家
臣
が
言
う

に
は
、
五
助
は
岡
部
小
右
衛
門
・
冨
永
主
膳
・
井
口
六
兵
衛
ら
と
知

音
で
、（
彼
ら
と
）
常
々
寄
り
集
ま
っ
て
は
話
を
し
た
が
、
た
い
へ

ん
物
静
か
で
柔
和
な
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、（
こ

の
合
戦
で
）
主
人
の
役
に
た
つ
働
き
を
し
た
、と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
に
み
え
る
岡
部
小
右
衛
門
は
実
名
吉
正
。
小
田
原
北
条
氏
の

重
臣
松
田
氏
に
仕
え
た
が
、
北
条
氏
滅
亡
後
は
徳
川
家
康
に
仕
え
、

江
戸
時
代
は
旗
本
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。冨
永
主
膳
は
実
名
重
吉
。

や
は
り
小
田
原
北
条
氏
の
家
臣
で
北
条
氏
滅
亡
後
は
家
康
に
仕
え
、

江
戸
時
代
は
旗
本
と
な
っ
た
。
井
田
六
兵
衛
は
経
歴
こ
そ
未
詳
で
は

あ
る
が
、上
総
の
国
衆
で
小
田
原
北
条
氏
に
属
し
た
井
田
氏
が
あ
り
、

六
兵
衛
も
ま
た
北
条
氏
滅
亡
後
家
康
に
仕
え
た
旧
北
条
氏
家
臣
の
一

人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

史
料
冒
頭
に
あ
る
「
関
東
牢
人
」
と
は
、
こ
こ
で
は
北
条
氏
滅
亡

に
よ
り
主
家
を
失
い
「
牢
人
」
と
な
っ
た
旧
北
条
氏
家
臣
を
指
し
て

い
る
。
湯
浅
五
助
も
岡
部
・
冨
永
・
井
田
ら
と
同
様
、
主
家
を
失
い

一
時
は
「
牢
人
」
し
た
が
、
い
か
な
る
縁
で
あ
っ
た
か
、
吉
継
に
仕

官
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
「
小
身
な
る
も
の
、
其
上
新
参
者
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
注

目
す
れ
ば
、
五
助
は
関
ケ
原
合
戦
（
慶
長
五
年
九
月
）
を
さ
ほ
ど
遡

ら
な
い
時
期
に
仕
官
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、「
軍
記
類
」
が
載
せ
る
奮
戦
す
る
大
谷
軍
の
人
数
を

み
る
と
、『
慶
長
見
聞
書
』
は
一
八
〇
人
、『
慶
長
軍
記
』
は
一
〇
〇

余
人
、『
関
原
軍
記
大
成
』は
二
一
〇
人
余
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

関
ヶ
原
合
戦
に
臨
ん
だ
大
谷
吉
継
の
軍
勢
を
一
五
〇
〇
と
す
る
史
料

も
あ
る（

（2
（

。

表
１
に
掲
げ
た
九
三
人
と
の
数
の
差
、「
軍
記
類
」
に
し
か
み
え

な
い
一
九
人
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、
吉
継
家
臣
の
構
成
を
考
え
る
と

き
、
平
時
の
家
臣
と
非
常
時
（
戦
争
）
の
家
臣
と
い
う
枠
組
み
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

湯
浅
五
助
の
場
合
、こ
の
非
常
時
（
戦
争
）
に
臨
ん
で
募
ら
れ
た
、

仕
官
を
受
け
入
れ
た
家
臣
の
一
人
と
い
う
理
解
が
穏
当
で
、
そ
れ
故

に
五
助
は
「
目
録
」
に
現
れ
る
こ
と
な
く
「
小
身
な
る
も
の
」
の
ま

ま
合
戦
で
命
を
落
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か（

（2
（

。

「
軍
記
類
」
に
の
み
に
み
え
る
家
臣
の
な
か
に
は
、
湯
浅
五
助
の

よ
う
に
事
実
上
戦
闘
要
員
と
し
て
備
え
ら
れ
た
者
た
ち
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
き
た
い
。
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３　

佐
藤
小
安
右
衛
門
尉
の
場
合

「
目
録
」
の
み
に
み
え
る
家
臣
の
一
覧
を
表
４
と
し
て
掲
げ
た
。

彼
ら
が
い
つ
吉
継
の
家
臣
と
な
り
、家
臣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
実
績
、

経
歴
を
有
し
、
関
ケ
原
合
戦
に
は
参
戦
し
た
の
か
、
そ
の
生
死
は
、

と
い
っ
た
情
報
を
得
ら
れ
な
い
家
臣
た
ち
の
一
覧
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
比
較
的
豊
富
に
の
こ
っ
た
と
も
い
え
る
「
文
書
」
掲
載
の
文
書

群
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
家
臣
の
実
績
、
経
歴
を
示
せ
る
ま
で
に

は
至
ら
ず
、
ま
た
「
軍
記
類
」
の
著
者
た
ち
も
彼
ら
の
末
路
を
記
せ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
三
九
人
あ
り
、
全
九
三
人
の
四
割
ほ
ど
を
占
め
る
。
史
料

の
の
こ
り
方
は
そ
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
三
の
論
点

と
し
て
、「
目
録
」
に
し
か
み
え
な
い
家
臣
た
ち
に
つ
い
て
も
、
敦

賀
領
知
か
ら
関
ケ
原
合
戦
に
至
る
時
間
軸
に
彼
ら
を
位
置
づ
け
、
評

価
し
て
い
く
こ
と
も
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
表
２
で
示
し
た
「
目
録
」
知
行
高
上
位
十

人
の
う
ち
、
二
人
が
表
４
に
み
え
る
こ
と
で
あ
る
（
太
字
）。
こ
の

う
ち
32
佐
藤
小
安
右
衛
門
尉
は
千
石
余
の
知
行
高
で
、
吉
継
家
中
で

無
役
（
実
績
な
し
）
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
同
じ
く

表
２
に
み
え
る
40
新
城
新
左
衛
門
尉
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
38
下
河
原
平
右
衛
門
尉
（
太
字
）
は
、
先
に
詳
説
し
た
37

下
河
原
宗
右
衛
門
尉
の
親
族
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
五
百
石
余

の
知
行
高
で
こ
れ
も
無
役
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
72
松
原
孫

右
衛
門
尉
も
同
様
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
り
、「
目
録
」
に
載
せ
ら
れ
た
知
行
高
が
、
各
家
臣
の

実
知
行
高
で
は
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
吉
継
家
臣
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
知
行
高
に
相
応
の
役
に
つ
き
、
職
務
と
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い

た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

次
に
彼
ら
は
関
ケ
原
合
戦
に
従
軍
・
参
戦
し
た
の
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

蜂
屋
一
族
の
場
合
は
、敦
賀
城
代
と
の
伝
も
あ
る
蜂
屋
市
兵
衛（
表

２
で
二
位
）、吉
継
の
越
前
下
向
に
臨
ん
で
軍
費
の
支
出
に
か
か
わ
っ

た
蜂
屋
隆
長
が
敦
賀
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
表
３
に
、

9
岩
根
伝
五
は
「
木
の
芽
固
」、
62
日
置
某
・
64
疋
田
某
は
「
七
里

半
固
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
軍
記
類
」
の
記
事
な
が
ら
、
敦
賀
郡
の

境
目
の
守
備
に
あ
た
り
、
関
ケ
原
合
戦
に
は
臨
ま
な
か
っ
た
家
臣
が

あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
表
４
に
み
え
る
家
臣
た
ち
の
な
か
に
も
敦
賀
に
留

ま
っ
て
軍
事
に
従
事
し
、
あ
る
い
は
上
方
で
吉
継
邸
の
留
守
居
や
兵

站
の
管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
に
従
事
し
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は

疑
え
な
い
。
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一
方
、「
軍
記
類
」
で
は
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
近
世
大
名
家

の
記
録
で
関
ケ
原
合
戦
に
臨
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
家
臣
も
あ
る
。

32
佐
藤
小
安
右
衛
門
尉
は
、
関
ケ
原
合
戦
を
49
寺
田
久
左
衛
門
尉

と
と
も
に
戦
い
、
生
き
残
り
、
そ
の
後
細
川
家
に
仕
官
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る（

（2
（

。

振
り
返
れ
ば
、
吉
継
の
敦
賀
領
知
開
始
に
あ
た
り
家
臣
と
な
っ
た

者
た
ち
の
な
か
に
は
、
蜂
屋
一
族
や
下
河
原
の
よ
う
に
主
家
を
失
い

流
浪
の
危
機
に
瀕
し
た
者
た
ち
の
姿
も
あ
っ
た
。
小
田
原
北
条
氏
配

下
か
ら
「
牢
人
」
し
た
末
に
吉
継
に
近
侍
す
る
武
人
と
な
っ
た
湯
浅

五
助
も
ま
た
同
様
の
事
例
で
あ
る
。
湯
浅
の
経
歴
を
語
っ
た
と
い
う

「
刑
部
少
輔
家
来
の
者
生
捕
た
る
も
の
」
も
ま
た
岡
部
や
冨
永
・
井

田
ら
と
知
音
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
彼
も
ま
た
「
牢
人
」
の
末
に
吉

継
の
も
と
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

合
戦
で
敗
れ
、
主
家
を
失
い
、「
牢
人
」
と
な
っ
て
も
、
合
戦
の

勝
者
が
こ
れ
を
受
け
容
れ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
、
武
家
社
会
の
な
か

に
は
生
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

事
実
上
一
代
で
廃
絶
し
た
豊
臣
大
名
大
谷
家
も
ま
た
そ
の
武
家
社

会
の
シ
ス
テ
ム
を
受
容
し
、「
牢
人
」
を
仕
官
さ
せ
家
臣
の
一
員
と

し
た
。
そ
も
そ
も
吉
継
自
身
が
孤
独
な
幼
少
期
を
過
ご
し
た
可
能
性

が
あ
り
、
母
親
と
と
も
に
秀
吉
の
庇
護
を
う
け
る
ま
で
の
境
遇
に
は

不
明
な
点
が
多
い
。

佐
藤
や
寺
田
の
前
歴
が
「
牢
人
」
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

大
谷
家
の
廃
絶
に
よ
っ
て
主
家
を
失
い
「
牢
人
」
の
境
遇
に
一
時
甘

ん
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
関
ケ
原
合
戦
の
勝
者
た
る
細
川
家
や
京

表４　「目録」のみにみえる家臣

大谷吉継家臣 目録 大谷吉継家臣 目録
石/斗升合 石/斗升合

2 天野弥左衛門尉 448/920 42 関宗印 200/000
5 池源喜兵衛 199/979 45 高橋七左衛門尉 130/000
7 石寺五郎右衛門尉 250/089 48 谷ノ武介 200/000
11 梅野久次 150/000 53 中津海新介 200/000
13 大田文大夫 300/014 54 成田勝左衛門尉 200/000
14 大津八郎右衛門尉 400/000 59 服部甚太郎 150/000
16 奥田半右衛門尉 150/000 60 林作蔵 150/000
17 小河平四郎 200/084 61 林伝太郎 150/000
18 押角右衛門尉 200/000 65 日祢野久介 200/000
20 柏原新四郎 150/000 67 広野与三右衛門尉 169/674
21 加藤又八 199/979 70 前嶋四郎左衛門尉 150/000
23 河崎十大夫 530/000 72 松原孫右衛門尉 550/000
24 河本与十郎 150/000 73 松原弥右衛門尉 200/000
28 小林忠右衛門尉 149/900 74 馬淵加右衛門尉 499/995
31 佐久与吉 198/755 76 三毛弥二郎 250/000
32 佐藤小安右衛門尉 1000/000 77 三屋理介 100/600
33 嶋喜四郎 299/970 80 森勝兵へ 401/266
35 清水久兵へ 399/930 81 森兵右衛門尉 250/000
38 下河原平右衛門尉 500/070 83 山下作右衛門尉 300/000
40 新城新左衛門尉 699/542
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極
家
に
再
仕
官
で
き
た
の
で
あ
る
。

佐
藤
・
寺
田
の
よ
う
に
関
ケ
原
合
戦
で
生
き
残
り
、
近
世
大
名
家

に
仕
官
し
た
吉
継
家
臣
は
他
に
も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

も
と
よ
り
限
ら
れ
た
史
料
を
使
っ
て
の
叙
述
で
は
あ
っ
た
が
、
大

谷
吉
継
の
家
臣
団
の
構
成
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
と
構
造
的

特
質
を
紐
解
い
て
き
た（

（2
（

。

明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
吉
継
の
家
臣
団
形
成
に
は
大
き
く
二
段
階
あ
り
、
天
正
一

七
年
の
敦
賀
領
知
（
二
万
石
）
開
始
に
か
か
る
時
期
の
家
臣
団
整
備

と
、
天
正
一
八
年
、
小
田
原
陣
～
奥
羽
仕
置
～
調
整
出
兵
を
見
越
し

た
秀
吉
の
判
断
に
よ
る
加
増
（
二
万
七
千
石
余
）
を
機
に
、
家
臣
団

の
拡
充
が
あ
り
、
最
終
的
に
関
ケ
原
合
戦
に
備
え
た
家
臣
（
武
力
優

先
か
）
の
獲
得
に
よ
っ
て
家
臣
団
の
構
成
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
家
臣
団
の
構
造
的
特
質
と
し
て
、
在
敦
賀
、
在
上
方
を
原

則
と
す
る
緩
や
か
な
役
割
分
担（
居
住
形
態
に
も
か
か
わ
る
）が
あ
っ

た
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
も
緩
や
か
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
わ

ゆ
る
算
勘
衆
（
奉
行
人
的
な
家
臣
た
ち
）
と
武
弁
衆
（
軍
人
的
な
家

臣
た
ち
）
の
存
在
（
役
割
分
担
）
は
想
定
で
き
、
と
く
に
関
ケ
原
合

戦
に
続
く
豊
臣
秀
吉
死
後
の
情
勢
の
な
か
で
、
武
弁
衆
の
充
実
が
図

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
家
臣
団
に
は
家
格
秩
序
が

存
在
し
、
こ
れ
は
知
行
高
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
そ
の
家
格
・
知
行
高

に
見
合
う
役
付
け
が
行
わ
れ
、
在
敦
賀
の
家
臣
た
ち
に
よ
り
高
い
家

格
・
知
行
高
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
吉
継
家
臣
団
の
特
質
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。

な
お
課
題
は
多
い
が
、
豊
臣
大
名
の
一
事
例
研
究
と
し
て
、
ま
ず

は
提
示
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）	

外
岡
『
大
谷
吉
継
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。
大
谷
吉
継
の

経
歴
に
関
す
る
以
下
の
叙
述
は
す
べ
て
本
書
に
よ
る
。

（
2
）	『
津
田
家
文
書
』（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
）。
金
沢
市
立
玉
川
図

書
館
近
世
史
料
室
所
蔵
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）	『
宮
川
源
右
ヱ
門
家
文
書
』（『
福
井
県
史
』
資
料
編
６
）
天
正
一
八
年

五
月
七
日
付
の
知
行
目
録
。
竪
帳
。
表
紙
に
「
大
谷
形
（
刑
）
部
少

輔
殿
府
中
郡
知
行
分
惣
目
録
」
と
あ
り
、
村
付
・
村
高
が
記
載
さ
れ
、

総
計
二
万
七
千
石
余
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
文
書
自
体



−　 −69

は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
七
月
一
六
日
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ

る
こ
と
が
本
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
目
録
に
給
人
知

行
分
の
記
載
は
な
い
。

	

　

令
制
郡
に
な
い
「
府
中
郡
」
に
つ
い
て
は
、
大
谷
吉
継
領
の
よ
う

に
府
中
町
を
中
心
に
複
数
郡
に
ま
た
が
る
領
域
を
総
称
す
る
呼
称
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）	『
馬
場
善
十
郎
家
文
書
』（『
福
井
県
史
』
資
料
編
６
）。
原
本
は
竪
帳
。

表
紙
に
「
慶
長
参
年
九
月
吉
日
／
越
前
府
中
郡
在
々
高
目
録
／
大
谷

刑
部
少
輔
知
行
分
」
と
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
後
半
部
（
総
計
含
む
）

を
欠
い
て
い
る
。

	

　

な
お
、
前
注
天
正
一
八
年
の
目
録
と
こ
の
慶
長
三
年
の
目
録
で
は
、

村
付
に
異
同
が
あ
り
、
検
地
後
に
割
り
替
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
福
井
県
史
』
通
史
編
・
近
世
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）	

敦
賀
関
係
文
書
つ
い
て
は
、『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
を
利
用
し
た
。
原

本
喪
失
（
戦
災
等
）
な
ど
の
理
由
に
よ
り
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
文
書
に
つ
い
て
は
、『
敦
賀
郡
古
文
書
』（
山
本
元
、
一
九
四
三
年
、

桑
原
武
夫
・
私
家
版
）
に
拠
っ
た
。
そ
の
他
は
表
１
に
掲
出
し
た
通

り
で
あ
る
。

（
6
）	『
慶
長
見
聞
書
』
は
、
松
平
文
庫
本
（
福
井
県
立
図
書
館
保
管
）
を
利

用
し
た
。
同
書
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
田
安
（
徳
川
達
孝
）

家
伝
来
本
を
松
平
慶
永
が
筆
写
し
、
同
文
庫
に
伝
来
し
た
。
慶
永
が

底
本
と
し
た
田
安
家
本
も
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
識
語
に

よ
れ
ば
、石
谷
清
勝
『
慶
長
見
聞
記
』
な
る
書
が
未
完
で
あ
っ
た
の
を
、

石
川
忠
総（
一
五
八
二
～
一
六
五
一
）の
仲
介
で
浅
羽
成
儀
が
慶
安〈
重

光
／
単
閼
〉（
割
書
、
辛
卯
＝
四
年
）
弥
生
（
三
月
）
に
完
成
さ
せ
た

書
で
あ
る
と
い
う
。

	

　

国
立
公
文
書
館
に
も
同
名
の
『
慶
長
見
聞
書
』
が
所
蔵
さ
れ
、
文

章
な
ど
は
ほ
ぼ
同
じ
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
慶
長
二
年
（
一

五
九
七
）
か
ら
二
〇
年
（
一
六
一
五
）
ま
で
の
記
述
が
あ
り
、
松
平

文
庫
本
は
慶
長
二
年
か
ら
七
年
ま
で（
島
津
免
許
）で
終
わ
っ
て
い
る
。

『
慶
長
見
聞
書
』
の
書
誌
学
的
考
察
に
つ
い
て
は
後
日
を
記
し
た
い
。

	

　
『
慶
長
軍
記
』
は
植
木
悦
著
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
成
立
。

植
木
は
寛
文
九
年
に
久
居
藩（
藤
堂
家
）に
仕
官
し
た
軍
学
者
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
井
上
泰
至
・
湯
浅
佳
子
編
『
関
ケ
原
合
戦
を
読
む
―
慶

長
軍
記
翻
刻
・
解
説
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
に
拠
っ
た
。

	

　
『
関
原
軍
記
大
成
』
は
、
宮
川
忍
斎
著
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

成
立
。
こ
こ
で
は
、
黒
川
真
道
編
『
国
史
叢
書
・
関
原
軍
記
大
成
』（
国

史
研
究
会
、
一
九
一
六
年
）
を
利
用
し
た
。

（
7
）	

括
弧
内
に
「
大
学
手
」
と
す
る
の
は
、合
戦
時
に
吉
継
養
子
大
学
助
（
吉

治
）
に
従
軍
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
大
学
助
は
吉
継
自
刃
の
後
戦

場
を
離
脱
。
大
坂
の
陣
で
真
田
信
繁
と
と
も
に
戦
い
戦
死
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
同
じ
く
「
七
里
半
固
」
と
あ
る
の
は
近
江
か
ら
敦
賀
に

至
る
七
里
半
街
道
筋
の
押
さ
え
、「
木
の
芽
固
」
と
あ
る
の
は
敦
賀
北

東
部
の
木
の
芽
峠
の
押
さ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

軍
記
類
の
記
述
で
あ
る
が
、
敦
賀
留
守
居
の
防
衛
線
形
成
が
想
像
さ

れ
興
味
深
い
。

（
8
）	

十
二
月
七
日
付
大
谷
吉
継
宛
浅
野
長
吉
書
状
（『
小
宮
山
文
書
』、『
敦
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賀
市
史
』
史
料
編
第
一
巻
）。
こ
の
書
状
は
、
新
任
の
吉
継
に
敦
賀
の

商
人
で
前
田
家
御
用
の
髙
島
屋
（
小
宮
山
）
伝
右
衛
門
を
紹
介
し
目

見
を
依
頼
す
る
の
が
趣
旨
で
あ
る
が
、
文
末
に
早
々
の
帰
還
を
求
め

る
文
言
が
あ
る
。
な
お
、
敦
賀
西
福
寺
に
同
年
十
二
月
日
付
大
谷
吉

継
禁
制
が
の
こ
る
（『
西
福
寺
文
書
』『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
）。

（
9
）	

吉
継
の
上
方
不
在
の
始
期
日
を
三
月
と
す
る
の
は
、
豊
臣
秀
吉
が
小

田
原
に
向
け
て
京
を
発
つ
の
が
三
月
一
日
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
（『
晴

豊
記
』『
兼
見
卿
記
』
な
ど
）。

（
10
）	

か
れ
ら
一
五
人
も
、
お
も
に
敦
賀
領
知
に
従
事
し
た
家
臣
と
、
奥
羽

仕
置
・
朝
鮮
出
兵
の
折
に
吉
継
に
近
侍
し
た
家
臣
と
に
分
け
ら
れ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、「
文
書
」
に
み
え
る
実
績
の
み
で
家
臣

間
の
役
割
分
担
を
論
じ
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。

（
11
）	

奥
羽
仕
置
で
は
上
杉
景
勝
・
直
江
兼
続
ら
と
協
働
し
て
出
羽
地
域
の

知
行
割
（
検
地
）
を
担
当
し
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
仙
北
一
揆
を
鎮
圧

す
る
な
ど
し
て
任
務
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
次
の
朝
鮮
出

兵
（
い
わ
ゆ
る
文
禄
の
役
）
の
折
に
は
、
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
と

と
も
に
秀
吉
と
前
線
と
の
取
次
、
現
地
で
の
軍
事
指
揮
な
ど
に
従
事

し
た
。

（
12
）	『
高
室
院
文
書
』（
高
野
山
文
書
刊
行
会
『
高
野
山
文
書
』）。

（
13
）	

関
ケ
原
合
戦
の
少
し
前
、
吉
継
は
徳
川
家
康
に
与
し
て
北
陸
路
を
西

上
す
る
前
田
利
長
へ
の
備
え
を
整
え
る
た
め
大
坂
を
発
ち
、
敦
賀
に

入
る
の
が
こ
の
八
月
二
日
前
後
で
あ
る
。
軍
事
的
需
要
を
満
た
す
米

で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は
川

舟
屋
が
受
け
取
り
、
蜂
谷
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
14
）	『
落
穂
集
』（
大
道
寺
友
山
、
享
保
一
二
年
成
立
）。

（
15
）	

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
の
「
足
利
義
政
東
山
山
荘
移
徙
礼
物
手

日
記
」（
足
利
義
政
が
東
山
山
荘
に
引
っ
越
し
た
折
の
祝
儀
目
録
）
に
、

出
雲
在
国
の
京
極
政
経
の
代
と
し
て
下
河
原
高
盛
が
正
恒
銘
の
太
刀

と
三
千
疋
の
銭
を
届
け
て
い
る
（『
大
日
本
古
文
書
／
蜷
川
家
文
書
』

一
四
〇
）。
高
盛
は
ま
た
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
九
月
七
日
付
で

近
江
守
護
京
極
政
経
が
近
江
国
清
水
荘
の
「
名
主
御
沙
汰
人
中
」
に

あ
て
て
荘
内
田
地
の
大
徳
寺
へ
の
返
還
と
年
貢
納
入
の
履
行
を
命
じ

た
文
書
の
奉
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
（『
大
日
本
古
文
書
／
大
徳
寺

文
書
』
二
三
五
八
）。
ほ
か
に
も
京
極
氏
関
係
の
文
書
に
し
ば
し
ば
登

場
す
る
。
ま
た
、
室
町
幕
府
の
実
務
官
寮
で
あ
っ
た
大
舘
氏
が
諸
方

に
発
す
る
折
の
書
札
礼
を
ま
と
め
た
『
大
館
常
興
書
札
抄
』（『
群
書

類
従
』）
に
は
、守
護
家
の
「
被
官
衆
」
へ
の
書
札
礼
の
記
事
の
な
か
に
、

京
極
氏
の
「
被
官
衆
」
の
一
人
と
し
て
多
賀
、
若
宮
な
ど
と
並
ん
で

下
河
原
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）	『
京
極
家
譜
』（『
大
日
本
史
料
』
文
明
二
年
八
月
四
日
条
、
京
極
高
清

没
記
事
）。

（
17
）	『
下
間
系
図
』（
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
）。
同
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

（
18
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
横
尾
国
和
「
本
願
寺
の
坊
官
下
間
氏
」（『
国

学
院
雑
誌
』
七
八
―
四
、
一
九
七
七
年
）
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
19
）	『
華
頂
要
略
・
門
主
伝
』『
九
条
幸
家
日
記
』
な
ど
で
は
「
コ
ヤ
」
の

名
で
記
さ
れ
る
。
前
注
系
図
は
本
願
寺
坊
官
下
間
頼
亮
室
に
つ
い
て
、

「
大
谷
与
三
右
衛
門
女
、
大
谷
刑
部
少
輔
妹
」
と
記
す
。
現
状
で
未
詳
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と
な
っ
て
い
る
吉
継
の
父
親
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
父
親
の
追
究
は
継
続
中
で
あ
る
。

（
20
）	『
浅
井
備
前
守
宿
所
饗
応
記
』（『
続
群
書
類
従
』）。

（
21
）	『
敦
賀
郡
誌
』
復
刊
版
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
利
用
。

（
22
）	「
敦
賀
御
影
堂
」
は
時
宗
西
方
寺
御
影
堂
の
こ
と
で
、
時
宗
二
世
他
阿

真
教
が
敦
賀
を
訪
れ
気
比
社
西
鳥
居
と
西
方
寺
を
結
ぶ
道
を
整
備
し

た
と
の
伝
承
を
の
こ
し
、
真
教
の
御
影
（
彫
像
）
が
お
か
れ
た
の
で

そ
の
名
称
が
あ
る
。
西
方
寺
は
『
敦
賀
郡
誌
』
刊
行
の
時
点
で
は
現

存
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
七
月
の
空
爆
で
被
災
。
現
在
は
市
内

来
迎
寺
境
内
に
移
転
し
て
い
る
。

（
23
）	『
綿
考
輯
録
』（
肥
後
熊
本
藩
の
家
史
、
藤
孝
～
光
尚
の
四
代
を
扱
う
、

出
水
神
社
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
～
九
二
）。
ち
な
み
に
同
書
に

よ
れ
ば
、
寺
田
は
関
ケ
原
合
戦
で
生
き
残
り
、
そ
の
後
京
極
高
知
に

仕
え
、
大
坂
の
陣
で
戦
死
し
た
と
い
う
。

（
24
）	

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
監
修
『
史
料
か
ら
広
が
る
世
界
～
奈
良
か

ら
世
界
へ
、
過
去
か
ら
未
来
へ
』
に
外
岡
は
「
史
料
と
し
て
の
書
状

の
奥
行
き
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
せ
、
こ
の
書
状
を
素
材
に
論
じ
て

い
る
。

（
25
）	『
板
坂
卜
斎
覚
書
』
は
酒
井
家
文
庫
本
を
参
照
し
た
。

（
26
）	

慶
長
五
年
八
月
四
日
付
真
田
昌
幸
・
信
繁
あ
て
石
田
三
成
書
状
に
付

さ
れ
た
「
備
口
人
数
」
と
題
さ
れ
る
陣
立
書
（『
真
田
家
文
書
』）。

（
27
）	『
関
原
軍
記
大
成
』
に
は
「
知
行
を
得
さ
せ
ぬ
者
ま
で
…
討
死
」
と
の

記
述
も
あ
る
。

（
28
）	『
綿
考
輯
録
』（
前
掲
）。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注
（
23
）
に
示

し
た
寺
田
久
左
衛
門
尉
の
そ
の
後
の
経
歴
と
と
も
に
、
白
峰
旬
編
著

『
関
ケ
原
大
乱
、
本
当
の
勝
者
』（
朝
日
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
収
録

の
「
大
谷
吉
継
の
戦
い
」（
外
岡
執
筆
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
29
）	

家
臣
団
と
い
う
と
ら
え
方
に
は
筆
者
も
や
や
躊
躇
が
あ
っ
た
。
事
実

上
十
年
余
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
大
名
家
で
あ
る
。
吉
継
自
身
も
一

代
の
大
名
で
あ
る
し
、
家
臣
た
ち
も
二
世
代
に
わ
た
り
主
家
に
仕
え

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
家
臣
群
と
い
う
表
記
の
方

が
ふ
さ
わ
し
い
か
と
も
考
え
た
が
、
形
成
過
程
や
構
造
を
論
じ
る
と

い
う
課
題
設
定
で
は
、
や
は
り
家
臣
団
と
い
う
表
現
が
適
切
と
判
断

し
た
。


